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参観日の御協力について（重要なお願い）  

今週は、愛媛県内の 1 日のコロナ感染者数が過去最高を記録したり、内子町

内でも感染が後を絶たなかったりと、厳しい状況が続いています。 

そこで、急なお知らせとなり申し訳ありませんが、学校（ＰＴＡ）活動と感染

防止対策の両立を図る観点から、以前お願いした検温や健康チェックシートの提出

に加え、下記のことに御協力ください。 

① 参観者は、各家庭（保護者）1名とする。 

② 生徒と参観者ともに、不織布マスクを着用する。 

（準備できない場合は、受付時に御相談ください。） 

③ 保護者の方はマイスリッパを御持ください。 

（準備できない場合は、学校のスリッパをご利用ください。） 

③ 教室内での授業参観は、50分を前半・後半に分け、男子の保護者の方が

前半に、女子の保護者の方が後半に、行っていただきます。教室には入ら

ない時間は、下靴に履き替え、教室外から御参観いただくか、体育館で待

機してください。（前半 13：00～13：25、後半 13：25～13：50です。） 

  なお、学年を跨いでいる保護者の方は、男女を問わず、前半・後半に分

けて、教室で参観していただいて、構いません。 

教職員のつぶやきコーナーより 

今年度も、職員室前のホワイトボードに「教職員のつぶやきコーナー」を作り、

いろいろな思いを伝えていきたいと思います。今週書いたものを紹介します。 

いよいよ、令和４年度が始まりました。今年度の学校教育目標も、「自ら考え 

行動する生徒を育てる」です。また、合言葉は「凡事徹底」（当たり前のことを

人がまねできないくらい非凡に行う）です。 

そのために、大切にしてほしいことがあります。それは・・・。 

「向き不向きより 前向き」、「『私は』ではなく 『我々は』を考える」  

「成功するコツは２つ。それはコツコツ。」ということです。 

新しい年度のスタートに当たり、是非ともこの考え方を生徒・教職員全員が

意識し、行動してほしいと思います。 

そして、３年生をリーダーに、授業や部活動、学校行事などに、本気になっ

て取り組み、自分たちが通いたいと思える学校を是非とも作り上げてください。

きっと、誰も見たことのないその先へ到達できるのではないかと思います。ま

た、皆さんのその姿を見て、保護者の方が通わせたい、地域の方が応援したい

と思っていただけると思います。コロナに負けず、全員が力を合わせて新たな

歴史と伝統を築きましょう。先生たちも、そのために全力で支えていくことを

約束します。 



 


